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本章では、構造物をソリッド表示して、その形状と断面方向などを確

認する方法について述べる。特に、鉄筋コンクリート構造では、ソリッ

ドで部材を表示しても断面の方向や鉄筋位置などを確認することがで

きない。そこで SPACE では、ソリッド部材を透視し、内部のファイバー

断面を表示することでこれらの検証方法を提供している。 

モデラーの機能ではないが、ここではプレゼンターのソリッド表示拡

張機能についても説明する。この機能を利用することで、ファイバーや

バネの応力―ひずみ履歴と断面の応力状態を、ワイヤフレームの透視図

やソリッド図形から容易に検索・表示することができる。 

 
  

本節では、モデラー内のソリッド表示を用いて、鉄筋コンクリート断

面が正確に配置されているか否かを検証する方法について述べる。図

8-1 のようにソリッド表示することで、鉄筋コンクリート断面の形状が

確認される。しかしながらこの状態では、はり・柱の内部の配筋状態は

目視できず、正確に配置されているかどうか検証できない。そこでSPACE

では部材内を透視して断面内の鉄筋を表示し、鉄筋位置や本数を確認す

るツールを提供する。 

まず、ソリッド表示画面をアクティブにした後、ツールバーＡの右よ

り 2つ目のチップ＊1を押し、ソリッド表示をソリッド透視表示に変更す

る。この操作で部材内部の鉄筋が描画され、配筋状態が確認される。こ

こで断面内部が描画されない場合、部材

描画に関する透視状態を変更しなけれ

ばならない。また、元のソリッド表示に

戻す場合は再度同じチップを押す。 

部材描画における透視状態の変更は、

ソリッド描画操作パネルで行う。図 8-1

のソリッド表示画面でマウス右ボタン

を押し、プルダウンメニューよりプロパ

ティを選択する。この操作で、図 8-2 に

示されるソリッド描画操作パネルが表

示される。ここで選択項目で材質を選択

し、次に部材選択で鉄筋コンクリート断

第８章 構造物のソリッド表示と
ファイバー応力の表示 

8.1 はじめに 

8.2 ソリッド表示

による断面の検証 

図 8-1 立体の骨組のソリッド表示 
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面を表す「矩形」を選ぶ。 

コンクリート断面の色を設定もしくは確認した後、「透明」のス

ライダーを左に移動させる。その際、ソリッド透視図形を観察す

ると、徐々に部材が透けていくのが確認できるはずである。パラ

メータ「透明」の値を 1 とすると、その部材は全反射となり、部

材の後背は表示されない。逆に 0 では、部材の色は全く表示され

ず、内部あるいは後部の部材が表示されることになる。ここでは、

図のように 0.2 程度に設定しておこう。次に、部材選択で「鉄筋」

を選び、鉄筋の色などを設定した後、「透明」の値を 1にセットす

る。後は、「OK」ボタンを押して、ソリッド描画操作パネルを閉じ

る。 

この操作で、図 8-3 に示されるように立体骨組の部材は透視状

態となり、内部の鉄筋が観察可能となる。鉄筋の表示はファイバ

ー断面の情報を利用して行い、そのためファイバー要素を含む部

材でその要素の配置位置に表示される。鉄筋の表示長さは、ファ

イバー要素の実際の長さではなく、該当部材の 1/10 としている。

ただし、鉄筋の数、配置及び鉄筋径は実際の寸法・配筋状態で示

されている。 

同図より分かるように骨組が複雑になると部材断面の配筋状態

は理解し難い。そのため、モデラーでは各通りあるいは各層ごと

に骨組を切断して表示する方法を提供している。まず、ソリッド

表示画面以外のウインドウ画面をアクティブにした後、ツールバ

ーＡの右より14個目のチップ＊2を押し、連動表示機能を呼び出す。 
この連動表示チップを押すと、図8-4のメッセージが表示され、

連動して表示する機能が開始

される。アクティブな画面が平

面図であると、図 8-5 のように

層を切断してソリッド透視表

示が行われる。また、立面図を

アクティブにすると、通りを切

断してソリッド表示されるこ

とになる。層や通りを移動した

い場合は、図面移動ツールチッ

プ＊３をクリックすることで、他

の図面と連動してソリッド透

図 8-3 立体骨組のソリッド

透視表示 

図 8-2ソリッド b描画操作パネル
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視表示されることになる。 
層や通りを切断してソリッド表示しても、図 8-5 に示すように、

全体の長さに比較して断面が小さいと断面の配筋状態を識別する

ことは容易ではない。そこで、モデラーは断面を拡大して表示す

る機能を提供する。まず、ソリッド画面をアクティブにした後、

マウス右ボタンをクリックしてプルダウンメニューを表示させ、

そこでプロパティを選択して、図 8-2 に示すソリッド描画操作パネルを

表示させる。同図の最下部の断面描画倍率を図 8-6 のようにスライダー

で値を変更すると、図8-7

に示すように断面の形状

が入力した倍率で拡大さ

れ、表示される。後は適

切な倍率に設定した後、

「OK」ボタンを押す。こ

れで、部材内の配筋の様

子が容易に確認できるこ

とになる。 

以上のように、これら

の機能を利用して断面の

設定間違いを防ぎ、断面

の正確な配置を検証する。 
 
 

図 8-4 連動表示開始メッセージ

図8-5 連動機能を用いた

立体骨組のソリッド透

視表示

図 8-7 断面を拡大した

立体骨組のソリッド透

視表示

図 8-6 ソリッド描画操作

パネルで断面を拡大する
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鉄筋コンクリート骨組の解析結果をより詳細に分析するため、静的・

動的プレゼンターでは、ソリッド表示に大幅な機能拡張が行われている。

ここでは、その使用方法について説明しよう。 
 
 
 
 
 

最初に、これらの機能を呼び出すツールチップについて述べる。図

8-8 には、プレゼンターのツールチップが示されており、右より、2、3、

4つ及び 9つ目のチップが新たに加わり、機能が拡張されている。ただ

し、右より 2つ目のチップによる機能は、現在開発中であり、使用でき

ない（Ver.3.31 以上では使用可能となる）。 

最初に、右より 9つめのチップについて説明しよう。このチップを押

すと、骨組の振動状態や変形状態がより高精度に描画されることになる。

SPACE の標準仕様として、部材の変形は両端の節点を結ぶ直線で表され

るが、このボタンを押すことによって両端の変位と回転角により 3次曲

線で表示される。また、断面のねじれも表示されることになる。ただし、

この変形状態は両端の変位を用いて描画するため、静的縮合部材の場合、

内部節点の変位が特別に大きくなると、実際の解析結果を表現できなく

なることがある。例えば、1つの材が部材中央で座屈する場合などであ

る。これらのことに注意して図形を検証されたい。また、この時点で部

材両端の部材座標系節点変位を読み込む。そのため、ソルバーでこの節

点変位が出力されていなければならない。この節点変位の出力方法につ

いては後で示す。 

右より 4つ目のチップは、ソリッド表示された部材を透視状態にする

か否かを設定する。このチップが押されると、ウインドウ上に描画され

ている部材は透視状態となり、例えば鉄筋コンクリート部材では、ファ

イバー断面内の鉄筋が表示されることになる。また、このチップを再度

押すと元の状態に戻る。 

最後に、右より 3つ目のチップについて説明しよう。このチップを押

すと、透視状態となった部材内部で、ファイバー断面の応力状態がリア

ルタイムに変化して表示されることになる。ここでは鉄筋やコンクリー

トあるいは鉄骨の応力状態が色で描画され、表示されることになる。こ

の色は、コンクリートの圧縮強度、引張強度、鉄骨の強度などの基準応

力で実際のファイバー応力を割り、その割合で表示されるものである。

図 8-8 プレゼンターのツールチップ 

8.3 プレゼンターで

のソリッド表示によ

る断面内応力の検証
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無応力は白、また SPACE の標準として、圧縮は赤、引

張は青となる。また、応力が先の基準応力を超えると、

青、赤共に黒ずんだ色に変化する。当然、部材内にフ

ァイバー断面を有していない部材では、この表示は得

られないことになる。また、このチップを押すタイミ

ングでこのモデルの全ファイバーの応力履歴が読み込

まれることになり、従って既にソルバーでこの応力履

歴が出力されている必要がある。この出力設定法につ

いても、後で示す。 

鉄骨構造と木構造では、このチップを再度押すと元

の状態に戻り、ファイバー断面の応力が表示されなく

なる。一方、鉄筋コンクリート構造では、次の 4 つの

状態を繰り返すことになる。1つ目は、鉄筋及びコンク

リートの応力表示、2つ目はコンクリートの応力表示の

み、3つ目は、鉄筋の応力表示のみ、最後に元の状態で

ある鉄筋の表示となる。コンクリートの応力履歴は大

規模な構造では膨大な情報量となり、その出力ファイ

ルは数ギガバイトに及ぶこともある。従って SPACE で

は、鉄筋の応力のみを出力する方法が標準となってい

る。コンクリートの応力を出力したい場合は、特別に

設定する必要がある。その設定方法も、後で示すこと

になる。 

次に、ソリッド描画をより観察し易くするための調

整方法について説明する。ソリッド描画しているウイ

ンドウ上で、マウス右ボタンをクリックすると図 8-9

に示されるソリッド描画操作パネルが表示される。こ

のパネルを用いて、ファイバー応力の描画を調整する

ことになる。 

透視状態でソリッド描画する場合、規定値である「普

通描画」では、重なり部分で 2 重に描画するため、ア

ニメーションでは画面がちらつく場合がある。ダイア

ログ上段の「図芯描画」を選択することで、この状態

を回避することができる。 

次に、ファイバーの応力色の切り替えについて説明

する。図 8-9 の最上段右の「応力色変更」にチェック

マークを挿入すると、ファイバー断面の応力表示が逆

図 8-9 拡張されたソリッド描画操作

パネル
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転し、圧縮応力が青に引張応力が赤に変更される。 

次に、部材を透視表示するためには、部材断面の色表示で、「透明」

パラメータをゼロ近くに設定する必要がある。例えば、図 8-9 では、鉄

筋コンクリートの断面である「矩形」を選択し、「データ設定」領域の

「透明」パラメータを 0.25 に指定している。ソリッド描画を透明に設

定した後、このデータ設定領域の「透明」スライダーを移動させて、ソ

リッド描画の状態を観察すると良い。この操作で適切なデータを設定す

ることが可能となる。 

ソリッド描画を行う際、構造の規模に比較して部材の断面が小さく、

断面内の応力が観察し難い場合がある。その場合は、図の最下段の「断

面描画倍率」のスライダーを移動させて調節すると良い。上の「倍率」

パラメータで倍率を上げると、部材断面は大きく描画されることになる。

また、下の「鉄筋断面」パラメータの倍率を上げると、鉄筋コンクリー

ト部材では鉄筋が太く表示される。鉄骨構造では、断面内の板厚が厚く

表示されることになり、いずれも断面内応力を観察し易くする機能とな

っている。 

次に、先に示したソルバーでの高描画用の「部材座標系の部材両端変

位」とファイバー応力を表示するための「ファイバー応力」を出力する

方法について説明する。最初に静的解析における設定方法であるが、

SPACE のメニューより図

8-10 に示す「静的解析の

結果ファイル」ダイアロ

グを表示させる。ここで、

図中に丸印で示した 2 つ

のファイルに読み込みと

書き込みにチェックマー

クを入れる。これで、静

的ソルバーの解析時に 2

つのファイルに所定の情

報が出力されることにな

る。 

鉄筋コンクリート構造

では、同図の「ファイバ

ー用の応力」にチェック

マークを入れた場合、鉄

筋の応力のみ出力される

図 8-10 「静的解析の結果ファイル」ダイアログ 
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ことになり、従って、プレ

ゼンターの透視表示では、

鉄筋応力のみが表示され

ることになる。そこで、コ

ンクリートの応力を同時

に出力したい場合は、図

8-11 に示す「静的解析の出

力に関するコントロール

データ」ダイアログで設定

する。ここでは、図中の丸

印で示す「コンクリートの

ファイバー応力の出力」に

チェックマークを記入す

る。これで、ソルバーで解

析中、鉄筋応力と共にコン

クリートの応力が所定の

ファイルに出力されるこ

とになる。 

動的解析に関しても同様で、図 8-12 の示す「動的解析の結果ファイ

ル」ダイアログにおいて、丸印で示す 2つのファイルに読み込みと書き

図 8-11 「静的解析の

出力に関するコント

ロールデータ」ダイ

アログ

図 8-12 「動的解析

の結果ファイル」ダ

イアログ
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込みにチェックマークを入れる。これで、動的ソルバーで

も解析時に 2 つのファイルに所定の情報が出力されるこ

とになる。 

静的解析と同様に、鉄筋コンクリート構造では、同図の

「ファイバー用の応力」にチェックマークを入れた場合、

鉄筋の応力のみ出力されることになり、従って、プレゼン

ターの透視表示では、鉄筋応力のみ表示されることになる。

そこで、コンクリートの応力を同時に出力したい場合は、

図 8-13 に示す「動的解析の出力に関するコントロールデ

ータ」ダイアログで設定する。ここでは、図中の丸印で示

す「コンクリートのファイバー応力の出力」にチェックマ

ークを記入する。これで、ソルバーで解析中、鉄筋応力と

共にコンクリートの応力が所定のファイルに出力される

ことになる。 

次に、鉄筋コンクリート構造の解析モデルを作成して、

実際にこれらの拡張機能を観察してみよう。図 8-14 には、

テスト用の鉄筋コンクリート構造が示されている。SPACE

では、鉄筋コンクリート部材は矩形断面と丸断面が使用可

能であるため、ここでは 2つの断面を使用している。 

同図のウインドウをアクティブにした後、「透視」ツー

ルチップを押すと、図 8-15 に示す図形に変化する。部材

内でファイバー断面を用いていると、図のように部材断面が透視され、

鉄筋が表示されることになる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8-13 「動的解析の出

力に関するコントロー

ルデータ」ダイアログ

図 8-14 鉄筋コンク

リート構造の描画テ

スト用解析モデル
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鉄筋の表示位置は、フ

ァイバー設定位置に表

示されるため、部材端部

に剛域が存在すると、剛

域の上面に表示される。 

次に、同図の右から 3

つめのチップを押し、フ

ァイバーの全応力の履

歴を読み込み、アニメー

ションを実施する。ここ

で、ファイバー応力を観

察し易いように、図 8-13

のソリッド描画操作パ

ネルを表示させ、「図芯

描画」を選択した後、断

面の描画倍率を少し大きくする。ダイアログ上部の「OK」ボタンを押す

と、図 8-16 に示されるようにファイバー断面上に鉄筋応力とコンクリ

ートの応力が表示される。アニメーションを実施すると、その時点にお

ける大きく表示された鉄筋コンクリート断面の応力が描画され、より効

果的に断面内応力の変化が観察されることになる。 

図 8-15 透視描画に

よって、断面内部の

鉄筋が表示されてい

る

図 8-16 断面を大きくしてファイバー応力を描画する 
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 次に、鉄骨構造の例題を

示そう。図 8-17 には、鉄

骨構造の例が示されてい

る。ここでは、描画のテス

トを行うために、各種の断

面が用いられている。 

 解析を実施した後、高精

度描画を選択すると、同図

のようにねじれも精度良

く描画されることが分か

る。 

 次に、ソリッド描画操作

パネルを表示させ、「図芯

描画」を選択した後、断面

の描画倍率を少し大きく

する。適切な大きさに設定

した後、ダイアログ上部の「OK」ボタンを押すと、図 8-18 のように鉄

骨断面と断面内応力が大きく描画されている。この状態でアニメーショ

ンを実施すると、リアルタイムで鉄骨断面内における応力の変化が観察

される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8-17 各種の断面

を有する鉄骨構造の

描画テスト用解析モ

デル

図 8-18 透視描画によって、鉄骨断面内部の応力が描画されている
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本節では、プレゼンターの拡張機能について説明しよう。ここで説明

する機能は、断面内のファイバーの応力―ひずみ履歴、あるいはバネや

耐震壁モデルの力―変位履歴が容易に確認できるものである。なお、こ

の機能は Ver.3.31 より使用可能となっている。 

この機能を利用するため

には、ソルバーで解析過程に

おける全部材の応力とひず

みをファイルに出力してお

く必要がある。まず、その設

定方法について説明する。図

8-19 と 20 は静的と動的にお

ける解析結果ファイルダイ

アログであり、ここで、図の

ように「ファイバー・バネの

応力と力」と「ファイバー・

バネのひずみと変位」項の読

み込みと書き込みにチェッ

クマークを挿入する。これで、

解析過程における部材内フ

ァイバー断面の応力とひず

み並びにバネの合応力と変

位に関する情報が当該のフ

ァイルに出力されることに

なる。これら出力ファイルの

容量は解析モデルが大規模

となると膨大になることが

予想される。特に、鉄筋コン

クリート構造では、ファイバ

ー断面を細かく分割する必

要があるため、その傾向が顕

著となる。そこで本システム

では、図 8-21 と 22 に示すよ

うに鉄筋コンクリート断面

のコンクリート部分と特殊

部材内バネ部分の応力・力

（ひずみ・変位）出力の有無

8.4 プレゼンターで

の断面内のファイ

バー応力―ひずみ

履歴とバネの力―

変位履歴の検証

図 8-19 静的解析の結果ファイルダイアログ 

図 8-20 動的解析の結果ファイルダイアログ 
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を制御可能としている。 

SPACE では、図 8-19、20 の

ように指定した場合、規定値と

して鉄筋コンクリート構造で

は、ファイバー断面内の鉄筋の

みの応力とひずみが出力され

る。その他の構造では、断面内

の全ファイバーの応力とひず

みが出力される。 

図 8-21 に示されている「コ

ンクリートのファイバー応力

出力」をチェックすると、鉄筋

コンクリート構造では、断面内

のコンクリートファイバーを

含む全ファイバーの応力・ひず

みが出力される。他の構造では、

このオプションは何ら影響を与

ない。 

次に、「各種バネの応力出力」

をチェックすると、全ての構造で、

解析モデルにバネ要素あるいは

塑性論アナロジーバネ要素があ

ると、その要素の応力と変位が出

力される。 

この 2つのオプションは、構造

物の規模と断面内のファイバー

の数によって選択する必要があ

る。特に、大規模な鉄筋コンクリ

ート構造では、コンクリートファ

イバーの応力を全て出力すると、

膨大な量のデータを出力するこ

とになり、現在の PC では処理が

不可能となる場合もある。使用者

がこれらを考慮して、このオプシ

ョンを選択しなければならない。 

図 8-21 静定解析の出力コントロールダイアログ 

図 8-22 動定解析の出力コントロールダイアログ 
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選択したオプションは、2 つのファイルの先頭に書き

込まれ、異なるオプション状態では使用できないように

なっている。従って、ソルバーで設定したファイバー応

力・ひずみ出力オプションをプレゼンターでも同じ設定

で使用する必要がある。異なる設定でこの機能を使用す

ると、プレゼンターでこのファイルの入力を拒否されることになる。 

次に、この情報をプレゼンターで利用する方法について説明する。ま

ず、静的あるいは動的プレゼンターを起動する。図 8-24 に示すように

3つのウインドウを開き、同図上部のようにワイヤフレームで解析モデ

ルを表示させる。このウイン

ドウをアクティブにした後、

図 8-23 に示す丸印の中のツ

ールチップをクリックして、

ファイバーの応力とひずみ

に関する情報を読み込む。そ

の際、構造物が大規模になる

とファイルの容量が大きい

ため、データ入力に時間がか

なりかかることがある。プロ

グラムがハングアップした

と誤解して、強制終了などの

操作を行わないように注意

されたい。ファイルの入力処

理が正常終了すると、図 8-25

に示すメッセージが表示さ

れ、ファイバー応力

表示機能が開始され

ることになる。この

表示機能が開始され

ていると、図 8-23 に

丸印の中に示されて

いるツールチップが押し込まれている状態となっており、表示機能を解

除する場合は、このチップを再度クリックする。この表示機能は当該ウ

インドウにのみ有効であり、他のウインドウで表示機能を利用する操作

を行いたい場合は、そのウインドウをアクティブにした後、先に示した

ツールチップを押して、表示機能開始を指定する必要がある。 

図 8-23 応力―ひずみ

表示機能を使用する

プレゼンターのツー

ルチップ

図 8-24 ファイバー応

力表示機能を使用する

ための画面設定

図 8-25 ファイバー応力表示機能開始メッセージ
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ファイバー応力やバネ応力の表示は 2段階操作で行われる。まず、ワ

イヤフレーム透視図から該当する部材を指定し、そのファイバー断面を

表示させる。次に、その断面図形よりマウスでファイバーを指定するこ

とで、そのファイバーの応力―ひずみ履歴が得られることになる。これ

らの操作はワイヤフレーム透視図・ソリッド骨組図や断面形状図形上で

直接行われるため、使用者は直感的な操作で最終的な情報が容易に得ら

れる。以下に、その操作方法を説明しよう。 

最初に、ファイバー断面（バネを含む断面）

を表示するウインドウとファイバーの応力

―ひずみ履歴を表示する断面を指定する。図

8-24 で指定していないウインドウをアクテ

ィブにした後、マウス右ボタンを押してプル

ダウンメニューを表示させ、「部材の応力」

→「断面応力」を選択する。この操作で、図

8-26 の「断面応力表示の選択」ダイアログ

が表示されるので、図のようにダイアログ上

部の「断面表示画面設定」項目をチェックし、

「OK」ボタンを押す。これで、このウインド

ウがファイバー断面応力を表示する画面に

指定されたことになる。続いて、断面内のフ

ァイバーあるいはバネの応力―ひずみ履歴

を表示するウインドウを指定する。図 8-24 で、最後の指定されていな

いウインドウをアクティブにした後、前述と同様に、マウス右ボタンを

押してプルダウンメニューを表示させ、「部材の応力」→「断面応力」

を選択する。図 8-27 に示されるダイアログが表示され、そこで、図の

ように「応力―歪表示画面設定」を選択する。これで、このウインドウ

がファイバーの応力―ひずみ履歴を表示する画面に指定されたことに

なる。説明では、2つのウインドウを使用するが、実際はさらに多くの

ウインドウを開き、これらを表示用ウインドウとして使用することが可

能である。 

これでこの機能を使用するための予備操作が終了した。次に、実際に

部材断面内の応力を表示する方法について説明しよう。表示部材の選択

はワイヤフレーム透視図で行う。まず、このウインドウをアクティブに

した後、図 8-23 に示すツールチップが押されていることを確認し、次

に観察対象の部材を選択する。ツールチップが押されていない場合は、

ここで押すと当該ウインドウが表示機能開始となる。部材の選択方法は、

図 8-26 応力表示用断面を設定する 

図 8-27 ファイバー応力表示用の断面を設定す
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マウスを当該部材の上に移動した後、Shift キーを

押しながらマウス右ボタンをクリックする。これ

で選択終了であり、この操作を行うと、図 8-28 に

示す部材番号、その部材内に存在するファイバー

断面及びバネ断面の総数が表示される。「OK」ボタンを押すと、図 8-29

の左下の図ように断面形状とファイバー位置で分割された形状が表示

される。 

さらに、断面表示された

ウインドウをアクティブに

した後、同じく先のツール

チップが押されていること

を確認し、マウスを当該断

面上にある観察対象のファ

イバー上に移動する。そこ

で Shift キーを押しながら

マウス右ボタンをクリック

する。これで、図 8-29 右下

の図のように選択したファ

イバーの応力―ひずみ履歴

が表示される。後は、ワイ

ヤフレーム透視図と部材断

面を利用して、任意に観察

対象の断面やファイバー・

バネの応力―ひずみを選択

し、その挙動を検証する。 

SPACE が標準で提供している両端ファイバーモデルを含み、静的縮合

モデルは部材内に複数のファイバー断面あるいはバネ断面を有する。先

の方法で設定すると、規定として部材の i端に存在する断面が描画され

る。他の断面を選択したい場合や異なる図形表示は、次の 2種の方法に

よって変更することになる。 

最初に、メニューを利用する方法について示す。ワイヤフレーム透視

図をアクティブにした後、マウス右ボタ

ンを押してプルダウンメニューを表示さ

せ、最後尾の「応力画面割付」を選択す

る。ここで、図 8-30 のエラーメッセージ

が表示される場合は、「断面表示画面」が

図 8-28 断面応力表示

用メッセージ

図 8-29 断面内応力及びファイバー応力―ひずみ表示画面 

図 8-30 断面割付呼び出しエラーメッセージ 
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ひとつも設定されていないか、

ファイバー応力表示機能が開始

されていないかのどちらかであ

る。エラーメッセージの「OK」

ボタンを押した後、この不備を

解消し、同様の操作を行うと図

8-31 の「応力断面表示割付」ダ

イアログが表示される。ダイア

ログ上部には部材番号が、同じ

く左下には「断面表示画面数」

が示されている。その下には現

在このワイヤフレーム透視図の

ウインドウに割り付けられている「応力断面画面」が表示されており、

断面表示画面数が 2以上の場合は、この選択メニューで他のウインドウ

に割り付けることが可能である。メニューの表示番号は各ウインドウ上

部のヘッダー表示に対応している。ワイヤフレーム透視図を利用して部

材を選択すると、割り付けられた画面に自動的にファイバー断面が表示

される。 

ダイアログ右側の上部で、断面の表示方法を選択する。上側のファイ

バー「断面内応力色表示」では断面が平面図で表示され、各ファイバー

の応力は色で表示される。下の「断面内応力矢印表示」では、応力の大

きさを矢印で表し、断面も立体表示となる。立体図形は拡大・縮小、回

転などの操作が可能であり、その方法はワイヤフレーム構造に対する操

作と同様である。 

最後に、右下のメニューは現在表示の部材内の表示断面を表し、ここ

で他の位置のファイバー断面やバネ断面をメニューから選択すること

になる。必要な項目を設定した後、「OK」ボタンを押すと割り付けられ

た応力断面表示画面に図形が再描画される。 

次に、応力断面表示画面でマウス右ボタンをクリックし、プルダウン

メニューを表示させる。ここで、先と同様に「応力画面割付」を選択し、

エラーメッセージが表示されなければ、図 8-32 に示される「応力断面

表示割付」ダイアログその２が表示される。図 8-30 に示すエラーメッ

セージが表示されれば、ワイヤフレーム透視画面で行った操作と同様に、

応力―ひずみ履歴を表示する画面が設定されていないか、もしくはこの

ウインドウではファイバー応力表示機能が開始されていないことにな

る。なおワイヤフレーム画面あるいは応力断面表示画面でも、部材やフ

図 8-31 「応力断面表示割付」ダイアログその１ 
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ァイバーが最初にひとつ選択され

ていないと、このエラーメッセー

ジが表示されるので注意されたい。 

図 8-32 の応力断面表示割付ダイ

アログでは、図上部に現在選択さ

れている部材番号が示されており、

また、図左の上には現在設定され

ているファイバーやバネの応力―

ひずみ表示用画面数が示されてい

る。この値が 2 以上の場合は、そ

の下のメニューで割付画面を変更

することが可能である。割付画面

が変更されると、以後の操作はこの画面に反映される。図右側は図形の

選択項目であり、上を選択するとファイバーあるいはバネの応力―ひず

み履歴が表示される。また下の選択は応力の時刻履歴あるいは静的解析

ステップ履歴の表示となる。なお、ソルバーでファイバーのひずみやバ

ネの変位がファイルに出力されていない場合、常に下の応力履歴が表示

されることになる。 

以上で、メニューを利用した画面の割付方法や表示項目の選択方法が

示された。次に、SPACE では、メニューを使用しないでマウスによる画

面の割り付けや表示項目の変更を行う操作法も提供している。以後、こ

れらについて説明しよう。 

マウスを使用した操作方法とその効果が表 8-1 に示されている。メニ

ューで応力表示をコントロールする替わりに、全ての機能がマウス操作

で行うことが可能となっている。操作に慣れてくれば、メニューを使用

するよりマウスの方が数段と便利であろう。 

       表 8-1 ファイバー応力表示機能のマウス操作法 

操作画面 機能 操作法 割付画面における効果 

部材指定 

Shift キーを押しながら、指定

部材の上でマウス右ボタンを押

す。 

選択部材の最初の応力断面あるいは

バネ断面が表示される。 

割付画面変更 

Shift と Ctrl キーを同時に押し

ながら、マウスのホイールを前

後に回す。 

割付画面が変更される。ただし、新

規に割り付けられた画面には断面は

表示されず、部材を選択したときに

表示される。 

ワイヤフ

レーム画

面 

部材内表示応力

断面の変更 

Shift キーを押しながら、マウ

スのホイールを前後に回す。 

部材内の表示用断面位置が更新され

る。ホイール前回転は断面位置が前

進し、後回転は後退する。両者とも

最終に至ると反対側の先頭に戻る。

図 8-32 「応力断面表示割付」ダイアログその２ 
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表示図形の変更 

Ctrl キーを押しながら、マウス

のホイールを前後に回す。 

ホイールを回転することで、平面表

示と立体表示図形が反転する。 

ファイバーある

いはバネ指定 

Shift キーを押しながら、応力

断面内の指定ファイバー上でマ

ウス右ボタンを押す。 

指定したファイバーあるいはバネの

応力―ひずみが表示される。 

割付画面の変更 

Shift と Ctrl キーを同時に押し

ながら、マウスのホイールを前

後に回す。 

割付画面が変更される。ただし、新

規に割り付けられた画面には図形は

表示されず、ファイバーあるいはバ

ネを指定したときに表示される。 

応力断面

画面 

 

表示図形の変更 

Ctrl キーを押しながら、マウス

のホイールを前後に回す。 

ホイールを回転することで、応力―

ひずみ表示と応力履歴表示図形が反

転する。 

 

最後に、部材内にバ

ネ断面が存在する場

合について説明しよ

う。部材内にバネを含

む断面がある場合で、

しかもバネ応力の出

力指定がある場合、表

示断面を変更すると

バネ断面の表示とな

る。バネ断面は図

8-33 の右上のように

6 個の領域に分割さ

れた矩形断面として

表示される。図左上よ

り軸方向バネ、ｙ軸方

向せん断バネ、ｚ軸方

向せん断バネが、また、下左よりねじれバネ、ｙ軸方向曲げバネ、ｚ軸

方向曲げバネの表示域となっている。この断面でバネが設定されている

と、該当する領域が赤い矩形で囲われることになる。同図の例ではｚ軸

方向のバネが設定されていることが分かる。履歴が進むと、この矩形領

域では応力が色表示されることになる。また、図形を立体表示に変更す

ると矩形断面が表示され、設定されているバネ位置で応力が矢印表示さ

れる。 

バネの応力―変位履歴の設定方法は、応力断面と同様で、指定するバ

ネ位置で Shift キーを押しながらマウス右ボタンを押す。これで、この

ウインドウに割り付けられている応力―ひずみ表示用画面に図形表示

図 8-33 バネ断面とバネの応力―ひずみ表示画面 
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されることになる。 

以上の操作によって、解析モデルの任意部材、

任意位置のファイバーやバネの応力―ひずみ

履歴が容易に検証することができる。 
静的縮合部材モデル内のファイバー断面応

力表示機能は、ワイヤフレーム透視図を介して

利用できることを示した。ここでは、立体骨組

ソリッド表示画面を利用することでも、この機

能を使用できること、また、その操作方法につ

いても説明しよう。まず、静的及び動的プレゼ

ンターを起動した

後、図 8-23 の左に

表示されているチ

ップを押し、骨組の

ワイヤフレーム表

示をソリッド表示

に切り替える。その

後、同じく丸で囲ま

れたチップを押し、

骨組の全部材の応

力（バネ合応力）と

ひずみ（変位）を読み込み、応力表示機能を

開始させる。 

この操作で、図 8-25 に示されるメッセー

ジと共に応力表示開始機能が開始され、図

8-34 から 35のようにソリッド図が変更され

る。図 8-35 のソリッド図はこの応力表示機

能の初期状態を表し、ワイヤフレームは未だ

断面応力表示部材を指定していない状態を

表す。 

部材断面応力を表示させるために、新規ウ

インドウを開き、図 8-26 で先に説明したダ

イアログ上部の「断面表示画面設定」項目を

チェックし、「OK」ボタンを押す。次に、ワ

イヤフレーム画面と同様に、Shift キーを押

図 8-34 骨組のソリッ

ド表示

図 8-35 断面応力表示機能における骨組ソリッ

ド表示の初期状態（ワイヤフレーム表示）

図 8-36 選択部材の表示と断面応力
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しながらマウス右ボタンをクリックする。これで部材が選択されること

になる。ただし、ソリッド表示画面では、マウスで直接部材を指定する

ことができず、表示されている部材の中から該当する部材が番号順に描

画されることになる。従って、Shift キーを押しながらマウス右ボタン

を次々とクリックすると、図 8-36 のようにソリッド表示される部材が

更新され、その部材が選択されることになる。同時に、断面表示画面に

は、自動的に選択された部材断面が表示されることになる。 

大規模な骨組では、このような方法は目的の部材にたどり着くまでに

時間がかかることになろう。そこで、図 8-37 に示すプ

レゼンターのツールチップを使用して骨組の通り芯を

選択し、表示部材を制限した後、部材断面応力表示機

能を用いて目的の部材を選択すれば良い。この機能に

よるソリッド表示は目的の部材のみがソリッド表示さ

れ、またファイバー断面による応力が変形と共に応力表示されるため、

部材断面レベルの応力が容易に評価できるようになる。 

図 8-31 に示す断面割付機能などは、全てワイヤフレーム透視図画面

と同様であり、機能やその操作方法については先の説明を参照されたい。 

図 8-37 プレゼンターのツールチップ


